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１．はじめに 

浜北高架橋（ＰＣ上部工）西下り線工事は，27径間連続（橋長約850m）および23径間連続（橋長約

800m）の多径間連続桁構造の橋梁工事である。本橋梁は主たる支間をＰＲＣ２主版桁とし，交差する

鉄道と国道上を施工中の交通障害を考慮して鋼２主箱桁とし，それらを剛結した混合桁構造の橋梁で

ある。構造変化部では異なる構造を連続化するために，接続位置には前後面支圧板方式の接合部を設

けた。ＰＲＣ２主版桁部の支間は27.5ｍ～36.0ｍ，鋼桁部の支間は37.5ｍ～62.0ｍであるが，都市計

画道路が計画されている交差箇所は，最大スパンが57.5ｍのＰＲＣ箱桁構造とした。 

工事の特徴として，２橋を合わせて約1.65kmの連続する橋梁を，２年弱の工事期間で施工する必要

があり，複数の箇所から同時期に着手したことから主桁の閉合部が多数存在した。施工方法はＰＲＣ

桁が固定式支保工架設，鋼桁部がトラッククレーン・ベント工法とした。 

本報告では施工概要，接合部の施工，主桁閉合手順および全体工程について概説する。 

２．工事概要 
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工 事 名：第二東名高速道路 

浜北高架橋（ＰＣ上部工）西下り線工事 

工事場所：静岡県浜松市浜北区根堅～於呂 

工  期：2008年6月26日～2011年6月10日 

発 注 者：中日本高速道路㈱東京支社 
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橋  長：A1～P27：854.500ｍ，P27～P51：797.976ｍ 

幅  員：16.5ｍ（全幅員17.43ｍ）   

平面線形：R＝4000ｍ 

工事数量：コンクリート20,000m3，鉄筋2,900ｔ 

     ＰＣ鋼材420ｔ，鋼材2,500ｔ 
図－１ 主桁断面図 

 

 

 

 

図－２ 全体一般図（側面図） 
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5275 52 75施工開口 軸1000×直角1200

③同様にして支保工の転用を繰返し行う 

②１径間施工完了後，次の径間へ転用する 

①１班を 3.5 径間とし，支保工を組み立てる 

転用 

図－３ ２主版桁部支保工ステップ図 

転用 

箱桁閉合部 

図－４ 箱桁部施工ステップ図 

３．施工概要 

3.1 複数箇所の同時施工 

本橋は，橋長に対して工期が短いため，多径

間の場合に経済的施工ができる移動式支保工を

採用できない。また，上部工の着手時点で1/3

程度の下部工が施工中であること，施工開始当

初から隣接する上り線工事と工程が重なること

による作業エリアの干渉および上り線鋼桁架設

ヤードの確保にともなう下り線施工範囲の施工

制限があった。そのため，隣接工事の工程を考

慮して施工区間を分割し，工期を満足できるよ

うに複数箇所の同時施工を行った。その結果と

して主桁閉合部が多数できることとなった。 

3.2 ＰＲＣ２主版桁部 

ＰＲＣ２主版桁部は，施工性や作業スペース

確保のため，図－３に示すようなベント式支保

工を用いた支保工施工を採用した。各工程の作

業が円滑に流れるように支保工の転用パターン

を検討した結果，１パーティーあたり3.5セッ

トの支保工を使用し，終点側から起点側の方向

へ順次移動しながら３パーティーで施工を行っ

た。主方向のＰＣ鋼材は，プレグラウト鋼材

（1S28.6）を用いて，施工継目で接続具による

カップリングを行い，既設桁から新設桁へプレ

ストレス導入を行った。 

3.3 ＰＲＣ箱桁部 

ＰＲＣ箱桁部は，枠組足場による総支保工を

採用した。制約条件より，両側の２主版桁部と

閉合した後に中央を閉合する施工ステップ（図

－４）となった。主方向のＰＣ鋼材は，エポキ

シ被覆鋼材を用いた外ケーブル（19S15.2）を採

用した。中央径間の閉合において，橋体コンク

リートの温度伸縮により閉合部に肌離れが発生

する可能性があった。これを防止するため，閉

合部直近の外ケーブル偏向部を反力とし，閉合

部を挟んでＰＣ鋼棒と山留材により変位を拘束

して施工を行った。 

写真－１ 大型クレーンによる相吊架設 

3.4 鋼２主箱桁部 

鋼桁は，工場でブロック製作した桁を隣接す

る上り線の橋面にて地組立てし，大型クレーン

（360～800t吊クレーン）により架設を行った

（写真－１）。架設は，夜間の一般国道通行止
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め，あるいは鉄道のキ電停止時間帯に行った。鋼桁部の床版には国道や鉄道上空の作業日数短縮およ

び施工中の安全確保のため合成床版を採用した。 

４．接合部の施工 

4.1 接合部の構造概要 

鋼２主箱桁とＰＲＣ２主版桁の接合部は，断面力の伝達機構が異なる構造を連続化し，滑らかな力

の伝達を図ることが重要である。接合部の構造は，ＰＣ技術協会「複合橋設計施工規準，Ｖ混合桁

橋」に従い検討した。鋼桁に発生する応力を分散させて，コンクリート桁に伝達する手法は多数あり

それぞれ実績もあるが，本橋では現場での施工性を考慮して，図－５に示す前後面支圧板方式を採用

した。この方式は，軸方向力と曲げモーメントは接合桁部のずれ止めと後面板から鋼桁へ伝達し，せ

ん断力とねじれモーメントは前面板のずれ止めから鋼桁部へ伝達する構造である。接合面に必要なプ

レストレスを与えるため，コンクリート充てん部を挟んでＰＣ鋼材を配置した。接合部のイメージを

図－６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 接合部の充てんコンクリート施工 

接合部は，鋼桁の端部に設置されるため，鋼桁の一部として製作し現場に搬入した。鋼桁を架設し

たのち，鋼殻セル内に応力分散のための充てんコンクリートを施工した。充てんコンクリートは，接

合部鋼板と一体化させる必要があるため，収縮補償を目的として膨張材を添加した高流動コンクリー

トを採用した。土木学会「高流動コンクリート施工指針」に従い，対象物が複合構造物であることよ

り自己充てん性のランクを２とし，その性能確認としてＵ形充てん高さ，流動性，材料分離抵抗性の

評価試験を実施した。充てんコンクリートの配合を表－１に示す。接合部鋼殻セルへの充てんを確実

に行うため，設計段階で打設孔，排出孔，エア抜きを考慮

してあらかじめ加工し，打設管を設置して確認孔への粗骨

材の噴出しを確認した。写真－２に打込み状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

接合用ＰＣ鋼材
頭付き 
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ

鋼桁

コンクリート

充てん部 

ＰＲＣ桁

 
 

接合桁部 

コンクリート充填箇所コンクリート充てん箇所 

図－５ 前後面支圧板方式概略図 

図－６ 接合部概略図 

確認孔

打設孔

表－１ 充てんコンクリートの配合 

水
セメ
ント

膨張
材

細骨
材

粗骨
材

増粘
剤

(mm) （％） （％） W C S G

25 40.8 165 165 384 20 867 877 0.48 0.08

単位量（ｋｇ/ｍ3）粗骨材
の最大
寸法

水セメン
ト（結合
材）比

細骨材
率

高性能
AE減
水剤

写真－２ コンクリート打込み状況 
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５．主桁閉合手順 
 

④鋼桁の架設  接合部を含む 

③交差定着部を含む支間の施工 

②標準支間の施工      ＰＣ鋼材を接続 

①施工開始スパンの施工 

⑤閉合部の施工 （ＰＣ鋼材は接続タイプと交差定着タイプの２種類） 

鋼２主箱桁 ＰＲＣ２主版桁 

PC緊張 

交差定着部 

PC緊張

PC緊張

本橋の主桁施工ステップを図－７に示す。主

方向のＰＣ鋼材は，１主桁あたり最大24本を配

置した。施工継目の主桁断面は，使用する緊張

工法に従い，最小配置ピッチである250mmで定

着体を配置した。標準支間の鋼材配置は，径間

ごとに交差定着すると配置が煩雑となるため，

カップラー接続具を用いて既設側の定着具に接

続し，新設側の施工継目で緊張を行う方法とし

た。鋼桁架設後の主桁閉合部では，鋼箱桁内に

緊張スペースを確保できないため，交差定着部

を設けて約半数を既設側から緊張する鋼材配置

とすることで，鋼桁接合部にプレストレスを導

入した。また，閉合部では既設桁の温度の影響

により変位が発生するため，変位拘束を実施す

ることで肌離れを防止した。 図－７ 主桁施工ステップ 

６．全体工程 

図－８に全体実施工程を示す。ＰＲＣ２主版桁および鋼２主箱桁の着手時期は隣接工事などによる

制約条件により決まっており，工程確保のため２主版桁は３パーティーによる複数箇所の同時施工を

行った。壁高欄の施工は，ＰＲＣ桁を施工したのち，主桁の閉合部付近以外は橋面高さ変化が小さい

ことから橋体を連結する前に施工を開始し，複数箇所を同時施工することで工期の短縮を図った。 
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図－８ 全体実施工程 

７．おわりに 

本工事は２主版桁と鋼桁，２主版桁と箱桁を連続化させた長大橋梁である。施工上の制約条件があ

る中，鋼桁との接合構造や多数の閉合部を有する構造であったにもかかわらず，約1.65kmの橋梁を２

年弱の工事期間で施工を行うことができた。 

最後に，本工事の施工にあたり多大なご指導・ご協力を賜った関係者各位に深く感謝の意を表すと

ともに，本報告が今後の同種工事の計画の一助となれば幸いである。 
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